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 忍
   
はじめに
 
 ―絵巻の方法
 
 
 
 
 
日本の中世美術は、 人々の願いや求めに応じ力を発揮する神仏への期待を背景
として、多様な造形、表現を生み出してきた。僧や俗人に利益をもたらす特定の仏像（霊験仏）が信仰を集め、霊験あらたかな神仏の居場所が絵に描かれた。神を祀る本殿、 仏を安置する仏堂など特定の建築にとどまらず、 それら 含む境内、および聖地にふさわしい景物、自然の景観を描くさまざまな絵画が遺されている。聖なる空間の表象は、神仏 ま 浄土としての境内を描く宮曼荼羅
（１）
、草創や霊験
にまつわ 説話を描く縁起絵、巡礼・参拝の人々で賑わう境内を中心にした参詣曼荼羅など、主として掛幅形式の大画面を中心に展開した。これらの造形は、礼拝対象としての神仏の姿かたち 神 が
宿る建築や自然景などの聖なる空間、神
仏に接して霊験にあずかる僧や俗人の姿と行為などの中から、いずれかを主題とし、時 組み合わせており、それらは一定のジャンルとして成立し展開したのである。またこれらの宗教美術のジャンル 、それ 用いる目的や場、機能と分かちがたく結びついており、誰がど ような場で見る か、誰に見せるのかなどに
応じて選択された。
 
では、中世社会に並行して隆盛し、多様な展開をみせる絵巻の場合はどうであ
ろうか。確かに絵巻の画面にも、神仏の姿かたち、神仏ゆかりの聖なる空間、そこに暮らす僧や訪れた参詣者たちが描かれている。特に、社寺の草創や神仏の霊験にまつわる物語（説話）を描く縁起絵巻や霊験記絵巻は、掛幅形式のそれと関係が深く、絵の主題となる物語のみならず、特定の物語から切り離された図像が画面形式を越えて共有される事例が指摘されてきた。しかしながら、絵巻という画面形式を選択しての絵画制作には、注文 、あるいは企画者による独自の狙いがあったと考えられる。掛幅形式の絵画との相違を踏まえて述べるならば 絵巻という媒体の特徴は、料紙を横に何紙も継ぐことで実現する長大画面の利用によって、画中に生起する物語の時間と場（空間）の関係性、また両者それぞれの前後関係にかかわる文脈の提示 重視する点にあ
（２）
。
 
さて前置きが長くなったが、本稿は、 「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段の絵【図
１】の分析を起点とし、神仏への祈りの効果として得られた現世 充足、富み栄える家の表象を取りあげ、建築を含む空間構成とその描写 特徴 表象に込めら
－193－ 
 
れた意味を考察するものである。その際、絵巻ならではの連続画面、および前後の段における物語（詞）と絵（視覚表象）との関係によって構築される文脈に注目する。
 
中世の社寺縁起絵巻や霊験記絵巻の中には、主人公の信仰の結果、すなわち祈
りが神仏に届いた証として富み栄える家が描かれる例は少なくない。さらに視野を広げれば、さまざまな主題の絵巻に、制作者や享受者たちが理想とした、あるいは物語の主人公にふさわしいと考えられた建築が描かれている。本稿はそれらを網羅的に扱うものではなく、絵巻を中心と 物語絵画の中に、中世の人々の住宅観を探る試みは、これからの課題である。まずは、十四世紀の代表的 絵巻の中から、鎌倉時代後期に宮廷・貴族社会、有力な社寺など権門と結びついて活躍した絵師、高階隆兼の工房とその影響下で制作された作例を中心に考察に着手しよう
（３）
。
 
具体的には、 「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段に描かれた藤原国能邸【図１】
と「春日権現験記 巻」第五巻第二段 藤原俊盛邸【図２】との比較 とする。両画面に描かれ 門、廊や侍所、車宿、厩などをそなえた建築、周辺に配された樹木や牛車や馬など 乗り物 この家の主と家族・従者、訪問者らの行為やしぐさにかかわるモチーフの選択と構成は、すでに五味文彦氏によって詳細に指摘されるとおり共通点が多く
（４）
、定型的な図像の成立と転用が想定される。ただし
本稿が注目するのは、両画面における富み栄える邸宅を構成するモチーフの共通性のみならず、むしろ相違である。もっとも目立つ相違点は、後者【図２】 後半に、豊か 水を生か た庭園が描かれてい こ だが、それ ならず、邸宅内での人々の営みも異なる。 そこで、 それぞ の邸宅の図像をトータルに検討し、
両絵巻の性格、 詞書と絵との関係、 連続する画面や一巻の構成 ・ 展開を踏まえて、独自の要素を持つ図像が創出された背景を併せて検討したい。
 
  
一
 「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段
 
 
―女性の信仰がもたらす家の繁栄
  
この段は、天治（一一二四～二六）の頃、貧しい受領で文人貴族、式部少輔藤
原国能の妻（前筑前の守知房の娘）が、石山寺参籠によって観音の霊験にあずかり、夫との縁を取りもどして家は富み、子孫は栄えたという物語（詞）の内容に対応する。
 
詞は、国能の妻が石山寺参籠を思いたった理由を詳しく述べるところから始ま
る。すなわち夫婦ともに貧しく、また文籍を伝える子にも恵まれなかったため、夫婦ともに嘆き、とう う妻は夫に離縁
されたのだと記す。そこで悲しみのあま
り参詣し、七日間の参籠の間、日夜三千三百三十三度観音を拝み、命の絶えることも意に介せぬほどの誠をつくした祈りを続けた。そのさなか まどろんだ折の夢に御帳の内から観音が現われ「是は汝が子な 」と言って如意宝珠を差しだした。驚いて掌 を見ると、金色とも赤色とも言い難い不思議な珠を得ていた。そこで急ぎ家にかえってこの珠を崇め祈っていたところ 夫も帰り再び夫婦となり、うって変わって富み栄えた。そうするうちに二年 経て男子が生まれて家継ぎ、 宝珠も相伝した。 その子、 文章博士藤原業実は若くし 学問 道で成功し宣旨によって院の近臣となり文章博士 薩摩守を兼任し十年におよんだ。その繁
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栄はすべて石山寺観音の宝珠の利生なのだと説く。さらに鳥羽院がこれを相承し、願いがことごとく成就し聖運久しく、次いで邦綱大納言がこれを相承、正大納言にいたったのも、この宝珠の威徳であると述べる。
 
以上のような長文の詞の一部に対応し、絵は、もっぱら国能母の参詣とその結
果に絞り、料紙十四紙を継ぎ七メートルをこえる長大画面を、時間と空間を隔てた三つのパートに分けて語る。まず、①礼堂の相 間に参籠中しまどろむ国能の妻のもとに、観音が内陣より示現し、 を差しだす場面。次に霞を隔て、②宝珠を得た国能妻とその従者たちが門を出て、清水の流れる山中を抜ける帰路。最後に再び霞を隔て、③妻 帰宅の後、富み栄える藤原国能 邸宅の様子【図１】である。
 
とはいえ、①～③の三つのパートは分断されているわけではない。①と②の描
写についての分析は別稿に譲るが
（５）
、三つのパートの関係性について確認しておこ
う。すなわち、①石山寺本堂の聖なる空間と、③都 国能邸という世俗 空間とが、②の参詣路によって結 つけられている点 特徴的である。その方法は、詞には指定されていないにもかかわらず、①と②の季節を春に設定し 連続させ、祈りの結果としてもたらされ 富貴と子孫 繁栄を、③の場面 先だって表す。具体的には、参籠場面（①）の最後を、満開 桜と松の木の梢をのぞかせた霞の景で閉じ、 次に霞の中から現れる国能妻の一行 先には 屈曲し 幹を持つ松が、石山寺の門の屋根 届くば り 緑の枝を延ばす。続く帰路 は（②） 、内出の浜とおぼしき湖面が ぞく山 、清水が流れる逢坂の関の辺りまで、連続して満開の桜と松が組み合わされ描か た。 これに対し 国能邸 （③） 場面には、門を入って正面、従者らが集う侍廊を囲む立蔀 もとには 吉祥木 して知られ
る南天の小木が植えられ赤い実をつけている。この段の絵の最後、井戸のもとに紅葉した樹木が描かれることを併せ考えると、季節は秋に設定されていることがわかる。
 
石山寺から都の国能邸までは、高低差のある行程ながら、女性の足でも一日で
移動可能な距離である。だが、①②と③との間に季節の推移を設定したのは、より長い時の経過を表す めであり 妻の祈りによってもたらされた国能邸 繁栄が、確固たるものとなった様子を表そうと 意図 基づくと言えよう
 
  二
 「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段
 
 
―男女の行為が支える家の繁栄
  
③の国能邸の様子を詳しく見てみよう。
 
牛車や立派な鞍を装備した二頭の馬が待つ門を入ると、侍廊の入り口の妻戸の
もとで長櫃が開かれている。満載の海の幸、蟹や魚、蛸などが運ばれてきた。男が蛤と思われる貝の入った箱をとり出している。 ひときわ大きな魚 （鯉であろう）を載せ、裏白のような葉をあしらった器を両手で捧げ持つ男が、縁上の男に渡そうとしている。周囲には、搬入の光景を驚きながらみまもる男たちや、地面に胡坐をかいてすわり拳をうって遊ぶ男たちが描かれている。高麗縁 畳を敷き回した侍廊の中では、国能邸の家人たちが双六で遊んでいる。板敷きにはまな板にのせた鳥や酒壺が置かれている様子を、青い垂布を押し開け ように描き、その豊かさを強調し見せている。立文を持って立つ若い家人が、年長者の指示に応える
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様子も描かれている。
 
さらに門を入って侍廊と向かい合う位置、画面の下辺には板葺の屋根の建物が
描かれているが、その前に文車が置かれていることから車宿と考えられる。五味文彦氏の指摘によるならば、文章博士で式部少輔という職能を物語るモチーフである
（６）
。
 
そして車宿りの左手、桧皮葺の屋根の中門廊、開いた妻戸の前 縁には家人が
立ち、庭で主人の履を持って控える白張を着用した従者や童らに指示を与えている。
 
以上、門前から中門廊までの邸内の描写を空間構成という観点から見るならば、
「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段の藤原国能邸【図１】と、 「春日権現験記絵巻」第五巻第二段の藤原俊盛邸【図２】は、五味氏 指摘する通り確かに近似する。五味氏は上記の二作品、二場面のみならず 「松崎天神縁起絵巻」第五巻第四段に描かれた邸宅【図３】の描写にも、同様 空間構成とモチーフの共有性を指摘している
（７）
。 それは、 母を亡くして継母にいじめられていた貧しい銅細工師の娘が、
北野神社に参拝し、そこで受領の播磨守有忠に見初められ結婚することで、 「大国受領の北の方」と て恵まれた生活を送る物語に対応する画面である。ただし三者を比較すると、建物の規模がまず異なる。藤原俊盛邸の規模は最も大きく、家人や訪問者の数も多い。ま これら 三画面に描かれたモチーフ（図様）もまた相違が目立つ。すべ 共通 て描かれるモチーフ（図様 は、侍廊の縁の上下で大きな魚を受け渡 二人や運び込まれた長櫃（中身は異なる）にとどまる
（８）
。
 
続く邸内、主屋に目を移すと、 「石山寺縁起絵巻」の国能邸と「春日権現験記
絵巻」の俊盛邸との相違は、さらに明らかになる。
 
国能邸の主屋から見ていこう。折枝と瑞鳥を描いた障子を立てた前室には、琵
琶と琴が立てかけられている
（９）
。続く花菱文様の唐紙の障子が立てられた主室、そ
の奥まった身舎にあたる場所に、国能と妻は、畳の上に横並びで座る。そして、それぞれの手前の空間は、 火鉢と松に千鳥の
衝立障子によって、 男女に分けられ、
家人たちが性別に応じた仕事に熱心に取り組む姿が描かれる。
 
夫である国能は、巻紙や金蒔絵の文箱が整然と並ぶ二階棚、および巻子や紙の
束が置かれた机 傍らに座り、硯や文を前にして、筆を執っている。手前には同じように巻物を手にした若い男 （詞 よれば、 参詣から二年目に誕生した子息で、後に従四位上に上り、式部少輔 文章博士を兼ねたと う業実の成長した姿か）が畳に座り、縁の男に何事かを説明している様子である。主人と子息、あるいは家人へと反復される文にかかわる行為は、家の継承と家業の隆盛を視覚的に示すものと言えよう。
 
他方、国能の妻は、数珠を手にくつろいだ様子で、四人 女たちが衣類の縫製
に励む一角に目を向けている
（１０）
。広げられた反物をはさんで、その中のひとりと対
話している様子である。国能妻の顔は、参籠時のまどろむ顔と比べると貫録が出て、加齢を意識した描写になっているよう 思われ 。
 
左奥の部屋へと続く唐紙の障子を少し押し開け、女が、裁縫に励む主室 様子
をうかがっている。続く板敷きの間は台所で 三人の女が食事の配膳 忙しい。ひとりは火鉢にかけられて沸騰する釜を扇であおぎ、またひとりは手に高坏を持っている。その上 は中央の山盛りの飯椀 取り囲む 、副菜 入った小皿が並んで 棚にも木の実や果物などが整然 積み上げられた箱や 魚 並べられた皿、鉢、酒壺が置かれている。
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このように国能邸の主屋の描写は、数珠を手にした国能妻の姿を中心に、衣食
にかかわる行為を女性に特化し
（１１）
、女性の空間として描くことで、彼女の石山観音
への深い信仰が、家の繁栄と富をもたらしたことを強調している
（１２）
。
 
また、主屋の縁が手前に折れる辺りでは、この家の子供とおぼしき少年が、牛
馬の守りとして厩につながれた猿と遊んでいる。この場所は、男たちが働く建物の周辺、縁の延長上に位置し、同時に、円座が置かれていることからもわかるように厩の一角を占める男性の遊宴空間でもある。さらにそこは主屋の女性の空間に近く、国能妻の目が届く範囲にある。ゆえに、弓矢を手 赤い着物の少年を、国能夫妻の子息、業実と読むことも可能であろう
（１３）
。
 
さらに縁に続く厩には馬、そして板壁を隔てて牛が飼われており 水を汲んだ
桶、箒を手にしたふたりの下人は清掃に余念が い。そして猫を抱 た垂髪 童と折烏帽子の下人ふ りが対話する井戸端の光景によって、長い一段の絵は閉じる。石山観音へ 女性の祈 によってもたらされた富と繁栄 情景は、子供や下人と動物が交わる日常の一コマをも含んでいることに注目しておきたい。
 
  三
 「春日権現験記絵巻」第五巻第二段
 
 
―男性貴族の職能による家の繁栄
  
 
これに対し、 「春日権現験記絵巻」第五巻第二段の藤原俊盛邸の繁栄は、ど
ように描かれているだろうか。ひと言でいえば、女性不在の空間である。再び五味文彦氏の研究成果によるならば、院政期に実在した中流貴族 俊盛は 院 年
預として院庁の経営にたずさわり、さまざまな訴えに対応して裁断を下し、文書の制作に関与していた。絵巻は、俊盛の院の年預としての側面を取りあげ、描くものと指摘する。具体的には、俊盛邸の門前から侍廊、中門廊を経て主屋にいたるまで 人の流れと行為に注目し 主人公 職能との結び付きを読みといている
（１４）
。
 
その結果、中門廊に続く主屋の描写も、先に見た「石山寺縁起絵巻」第五巻第
一段とは異なり、御簾が降ろされて主室の内部は一切見えない。縁に集うのも、広庇の板敷で文書を執筆する人物、向かい合い数珠を手に框に腰を下ろす俊盛その人を含め、男性のみが職能に応じ 労働する空間が展開する。
 
 
それでは続くこの段の絵の後半、厩から出てきた騎馬が進む空間を隔て、桧皮
葺の別棟の縁とその周辺に描かれる鷹狩の準備をする人々 さらには子供たちが遊ぶ泉殿、盆栽の棚や鳥小屋を配し 広い池を持つ美しい庭園は、どのような意味を込めて描かれた だろうか。
 
 
第二段の詞を確認しておこう。第一段で春日神主の時盛に勧められ春日への月
詣でをおこなうようになった俊盛だが、第二段 詞によ ば、その後も月詣でを怠らずにいたところ、讃岐守になり、院の近くに召しつかわ て年預 任じられた。それにより、家中は富み 世 も認
められた。これをひとえに春日の神の恩
であると思った俊盛は、以後もふた心なく大明神に仕えた。五味氏の指摘のように院の年預 しての働きが 俊盛の富と繁栄 もたらしたとの因果関係 、詞と絵によって強調され、語られていると言えよう。もちろん第一段に遡れば、その背景には俊盛の春日社への信仰があり、 と繁栄は、欠かすことのない月詣での効果であることが明確に示されて る。しかし、第二段 絵に、信仰と繁栄 結びつきをたど はできない。
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その上で改めて疑問となるのは、鷹を手に据えた公家の若者と従者、さまざま
な鳥類を中心に動物たちのいる美しい庭園についての言及が、詞にまったくないにもかかわらず、大きなスペースを割いて細やかに描かれている点である。
 
  四
 「春日権現験記絵巻」第五巻第二段
 
 
―鷹狩と庭園の表象が意味するところ
 
 俊盛邸の庭園の描写を、先行研究はどのように読み解いているだろうか。五味
文彦氏は、鷹狩を「優雅な遊びの典型」と見て、南北朝時代の文化人として名高い二条良基が至徳三年（一三八六年）に著した『嵯峨野物語』
（１５）
などの文献を引用
しつつ、公家のなすべき遊覧として、また俊盛の富を描いたものと述べている。また、続く庭園に見える鳥小屋は、鷹狩と密接な関係があるとして、 「捕まえた鳥や練習用の小鳥、あるいは珍奇な鳥などを飼っているのであろう」と述べている。庭に描かれた雉や兎も、鷹狩の獲物とであると指摘し、 「俊盛の庭園には鷹狩にともなう風流と習俗とが見え隠れしている」と言う。さらに、なぜこのような庭園が描かれたのか、庭園の風景を描
いた目的についても考察をおよぼし、一
つにはこの巻の後の第四段で俊盛が浄土に往生するこ を踏まえ、池や水鳥を描く浄土庭園が描かれたとし、ま 二つ目 は、後白河院に引き立てられ、富裕になって世間に認められたという点が、庭園の風景に表現されているとの見解を提示している。京都の八条にあっ 俊盛邸の について記す文献は知られていないものの、 この邸宅には後白河院が一時移り住んでおり 「多くの人々が招かれ、
接待の場とされたことで、大きな話題となっていたことであろう」と述べる
（１６）
。
 
また。さらに庭園史を専門とする小野健吉氏は、五味氏の解釈を受け、この庭
園が、絵巻の制作された十四世紀初頭の貴族にとって「あらまほしきもの」として描かれた庭園であり、 「富裕者としての世評を象徴するのに、この上ない空間と考えられていたことになる」 として、 その構成要素を詳しく分析している。 泉、遣水、池か なる豊かな水の意匠、花木を含む多彩 植栽、雁鴨類など多くの野生鳥類が 多くは雌雄で描かれているこ に注目し、庭園が都市にあって自然調和し、しかも野生の生命の安全と子孫繁栄が保障されるべき空間 意識されていたとの解釈を提示された
（１７）
。
 
 
五味氏、小野氏共に、この段の後半に描かれた俊盛邸の庭園が、鷹狩と結びつ
けられて ることについては異存がな 。しかし果たして五味氏が説くように、鷹狩は優雅な貴族の遊びとし 、そ 準備 情景が描かれている いう理解で良いのだろうか。
 
 
確かに中世を通じて、公家社会において鷹狩は権勢の象徴であった。王朝の歴
代天皇、近代では西園寺公経 その子孫が好んだ鷹狩の歴史、引出物として用いられた故実 鷹飼や鷹場、 鷹の種類や特徴など 方面にわたる知識をまとめ 『嵯峨野物語』の著者、二条良基は、みずからも鷹狩を実践しており、武家 その故実を伝授することもあったであろうと、中澤克昭氏は指摘してい
（１８）
。他方で、平
雅行氏の研究が明らかにするように、貴族社会では 九世紀から十世紀頃より次第に殺生罪業感が浸透していったとい
（１９）
。
 
 「春日権現験記絵巻」 が描かれた十三世紀半ばから十四世紀にかけて 文献に、
鷹狩にかかわる言説を探るならば、優雅な遊びとし の伝統を尊重する見方と、
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殺生罪業感に抵触する行為として忌まわしさを覚える感覚が同居している様子が伺える。
 
 
仏教説話集ゆえに殺生禁断に対する禁忌の意識は強かったと想定することは
可能であるが、鎌倉中期の僧侶無住が編集した『沙石集』には、畜類に心があることを語る説話 いくつかおさめられている。都の貴族の周辺の話ではないが、鷹飼として鷹を使う男が雉に食われた話、鶉や、鷹を養うために餌として殺した犬に食われた話
（２０）
、鴛鴦の雄を捕まえたところ、そのつがいの雌が夢に美しい女房
姿で恨み言を述べたことから 己の所業を嘆かわしく思い出家した話
（２１）
が載ってい
る。
 
また『徒然草』第一二一段は、檻に閉じ込められた獣や、翼を切って籠に入れ
られた鳥の苦悩を思い、 れらを飼うことの無益について述べ
（２２）
。また同書
第一二八段には、大納言源雅房が鷹 ために生きた犬の足を斬ったのを見たと聞いた上皇は、いとわしく思い雅房への寵愛が醒めてしまったという話を取りあげる。そして兼好は、その話が嘘とは言え、このようなことを聞いて憎く思った上皇の心を尊いと語る。鳥獣にも人と同じ心、親子や夫婦の情愛があるとの見解が、ここにも示され い
（２３）
。他方で吉田兼好は、 『徒然草』において、雉を差
しだす際の慣例 つ て、随身で鷹飼の故実を尊重 伝え
（２４）
、また小鷹狩、大鷹
狩それぞれに適した犬の使用を例に人 道を説 など
（２５）
、由緒ある行為としての鷹
狩を必ずしも否定するばかりとは言えない話を記 ている。
 
「春日権現験記絵巻」第五巻第二段の庭園には、兎や雉にとどまらず 鶉、雌
雄で描かれる鴛鴦やマガモ、白鳥やカワセミなどが生息し、鳥小屋にも美しい鳥が飼われている。鷹狩の準備がお なわれる場面 連続して、小動物や鳥たちが
描かれた庭が描かれているのを見る時、殺生を伴う世俗の遊びや、富に対する懐疑の念が湧いてくるような仕掛けになっているのではあるまいか。
 
というのも「春日権現験記絵巻」五巻の続く第三段において、俊盛は恒例の月
詣のために春日社へ赴いた折に「この世のために神詣ですることのはかなさを思」うのであった。その時、御殿の方 菩提 道も我が心の道」と言う神 声が聞こえ、信心を新 にするに たった話が取り上げられ、絵に描かれる。この事件を契機として、俊盛は世俗の栄華を望まなく ったということであろう。第四段では、家が次第に衰えた邸内で、俊盛は春日大明神の加護の下、臨終を迎え、往生を遂げる。すなわち、俊盛 の庭園の表象は、一方で富の世評を表す理想的な貴族邸宅にふさわしいイメージとして描かれながらも、他方では、鷹狩と結びつけられ、同巻の次の物語展開と連動することで 現世における豊かさ 追求から往生を求める菩提心のへの転換を示唆する表象 して、ここに置かれ細やかに描かれたのではなかったか。
 
  むすびにかえて
 
  
「石山寺縁起絵巻」の絵は、 「春日権現験記絵巻」を参照し、文脈 変化に応
じて構成や表現を変えている。す に見た「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段 藤原国能邸は、 「春日権現験記絵巻」第六
巻第二段に描かれた平親宗邸の表象【図
５】をも踏まえていよう。親宗邸は、厩の近くに子供と猿を描き がら 邸宅内に展開する人々の営みを描くことをせず 不穏な空気が漂う、没落する家の表象
－199－ 
 
となっている。
 
 
また「春日権現験記絵巻」第三巻第一段の左大臣源俊房邸にも、鷹狩、雉をま
さに襲わんとする鷹や、それを追う黒い猟犬を描く障子絵が建てられている【図４】 。この段の詞、物語の文脈を踏まえると、俊房の陰謀を春日大明神が憑 て妨げる場面であり、不穏な場面に立てられた障子の主題として鷹狩が選ばれている。
 
「春日権現験記絵巻」に描かれた二つの鷹狩にかかわる表象、俊房邸の画中画
と俊盛邸の庭園の描写 ついては、小野健吉氏が対比的な考察を試みている
（２６）
。画
中画の中で雉は、鷹狩によって生命を危うくされているのとは異なり、俊盛邸の庭園においては、鷹狩において獲物となる野生動物が安心して生息しており、雌雄で描かれる鳥たちは、 「生命と子孫繁栄 謳歌す 表現」となっており、 「庭園は、動物にとって生命ならびに子孫繁栄を保証された聖域（サンクチュアリ）たるべきものである、 の観念が読み取れる」と述べた。
 
 
花木が花を開き、豊かな水に恵まれた庭園は、確か 前後の文脈と切り離し、
単独の表象として見るならば、理想の空間として受け止め 解釈することも可能である。しかし、世俗の権力を背景に富を獲得し、公家の優雅 遊びとしての鷹狩を楽しむ俊盛邸の繁栄は、春日の神への信仰の物語のゴールでは い。繁栄にはかなさをおぼえ、神に心を深く寄せた時、家は没落しても神の加護によ 往生がもたら れるというメッセージが、 「春日権現験記絵巻」第五巻には示されている。
 
 
さいごに「石山寺縁起絵巻」第五巻第一段の国能妻の信仰にかかわる物語と絵
に、立ち戻ろう。この段の絵は、現世 満ち足りた生活が 女性 信仰 よっ
もたらされたことを、はっきりと肯定的に描いている。
 
中世の人々は、神仏への信仰、祈りによってもたらされる世俗の繁栄や豊かさ
を、さまざまな文脈に従って理解、解釈していたと考えられる。ゆえに絵巻の分析や解釈に際しては、詞と絵、前後の画面、参照された画面などとの関係 よって構築される文脈を慎重に吟味しながら、総合的に探究しなければならない。本稿は、わずかな事例を取り上げるに どまったが、今後も霊験の表象を手がかりに、中世人の信仰についてさ に考えていきたい。
 
  
  注
 
（１）神と仏が本来同一とする神仏習合の思想 背景とし 、宮曼荼羅には本地
仏が配される場合がある。また、弥勒菩薩と同一とみなされた弘法大師空海の姿と共に、彼が入定した高野山の伽藍や自然の景観を描く「弘法大師像」 のように、 仏教絵画の中にも宮曼荼羅の影響を受ける作品がある （ 「描かれた境内」福岡市博物館歴史展示室
N
o.332
、二〇〇八年、
http://m
useum
.city.fukuoka.jp/je/htm
l/331-340/332/332_01.htm
 
二〇
一三年三月十三日現在） 。
 
（２）観賞者は、絵巻の長大な画面を一望することは（特製 陳列ケースを用い
た今日の展示では実現するが）困難であ 。通常の絵巻の観賞は、以下のような操作手順を踏んでおこなわれたと想定される。まず、取り出した絵巻の紐をほどき束ねて軽く結び芯としたうえで、見返し（表紙）の部分を
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巻く。両手で絵巻を右側に動かしてから左手で画面をひらき、ほどよい場所でとめて見る。そして次へ進む時は、右手で画面を巻きとりながら左手によせて じ、 両手で絵巻を右側に動かし、 ふたたび左手で画面をひらく。この操作を繰り返しながら、観賞者は自分のペースで絵巻を見る。一度にひらいて見る幅は、人の肩幅程度とも言われるが、操作が容易な六〇～七〇センチ程度と考えて良いだろう。
 
（３） 本稿における考察は、 科研費の助成を得て進めた以下の研究に基づく。 「絵
巻に描かれた「場」と「もの」に見る中世日本の重層的世界観に関する研究」 （科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）平成二二～二四年度） 。そこ は中世絵巻の画面を、労働、信仰、行事 儀礼 ど人の行為と、その営みが生起する空間・環境、そして描かれた要素（ 「もの」や「しぐさ」 ）に着目しながら、横断的に捉えなおす方法と視点 模索し、 「型からみる絵巻検索システム」の構築をめざした。情報の入力と蓄積、公開へ向けたコンセンサスの構築は今後の課題である。
 
（４）五味文彦「十章
 
裕福な貴族の一生」 『 「春日験記絵」と中世』淡交社、一
九九八年。
 
（５）池田忍「石山寺縁起絵巻」に描かれた女性の参詣
 
―礼堂と参詣路の表象
に注目して」加須屋誠編著『図像解釈学
 
―権力と他者』 （仏教美術論集
第４巻）竹林舎、二〇一三年五月刊行予定。この論文では、 「石山寺縁起絵巻」一～五巻に描かれた女性 参詣を主題とする六段の画面を取りあげてその特徴を分析した。すなわちそれらの画面では、女性による観音信仰に基づく石山寺本堂の実際の用法を踏まえた描写がおこなわれているこ
と。またその本堂における参籠の場の描写と、石山寺への参詣路、すなわち逢坂の関と打出の浜 特化した具体的な往路・復路の描写とが組み合わされていることに注目した。両者は、平安中期より隆盛した女性たちの石山参詣の旅への関心を背景として成立し この表象を通じ、女性たちは観音の力のおよぶ聖なる空間への参入を、実感を伴って追体験することができたと論じた。
 
（６）五味文彦注（４）前掲書、一四九～五〇頁。
 
（７）五味文彦注（４）前掲書、一四八～五〇頁。
 
（８）石山寺の画面では酒樽や鳥が建物の中に描かれるのに対し、松崎天神では
長櫃に納められて運ばれてきたところである。画中人物については、拳遊びをする男たちが石山寺 松崎天神に、中門廊の縁に立つ人物は石山寺と春日に描かれる。侍廊の中に台盤を置くのは春日と松崎天神である。ただし、松崎天神の播磨守有忠 邸宅には車宿が描かれず、また中門廊の構成が松崎天神の場合、規模にとどまらず前二者とは異な 。図像の参照関係は、より広範に多くの作例を視野に入れ検討する必要があろう。
 
（９）邸宅に置かれた琴や琵琶は、主の貴族的な教養や趣味、そして豊かさを示
していると言えよう。ただし国能邸においては、それら 楽器が別室にあり、夫は筆を執り、妻は数珠を手に裁縫する家 女 ちを監督しているこのような描写 たとえば鎌倉時代後期の「男衾三郎絵巻」に描かれた吉見二郎の邸宅において、武士である吉見が貴族さながらの暮らしを営み、妻や女たちと共に過ごす傍らに、それらが置かれてい のとは異なる。
 
（
１０）小刀で布を裁断、針穴に糸を通し、縫うといった手順に従い、女たちが
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それぞれの作業を担う様子が描かれている。こうした裁縫をする女性たちのいる空間、モチーフの選択や用いられる道具の変遷については、いわゆる王朝「物語」絵巻と、主題を異とする絵画の双方を視野に入れた考察が、藤原重雄氏によって試みられている。 「中世白描源氏絵への視座
 
―縫物と鋏とを手がかり 」佐野みどり監修『源氏絵集成』研究篇、藝華書院、二〇一一年一月。
 
（
１１） 衣類の縫製は、 絵巻において女性の仕事として描かれるが、 食事の支度、
ことに土間で包丁とまな板を使用した魚や鳥の調理は、男性の仕事として描かれる。この場面におけ 台所の仕事に、包丁を用いた作業は含まれない。
 
（
１２）先に比較した「松崎天神縁起絵巻」第五巻第四段もまた、銅細工師の娘
が天神信仰によって得た豊かな暮らしを描き、主屋に夫婦が共にいる。男女の行為と空間の描き分けは、男の家人が台盤所で訪問客の贈り物を受け取り、物品の目録を読み、主たる受領の有忠は刀剣を愛で 妻である銅細工師の娘は、一方の手に懐紙を持ち、他方に筆を執って硯の墨をつけている。また彼女の従者である女たちは炉の灰を整えたり、蒔絵角盥に水を注ぐなどしているが、その行為に有機的なつな りは演出されていない。飯や小皿の った高坏を運んでくるのは 性 家人である。
 
（
１３）同じ邸宅内に、年齢の異なる夫妻の子息、業実が二度描かれるのはいさ
さか不自然であるようにも思われるが 巻子 した若い男とこ 少年は、赤い着物を着て、夫妻との深い関係を暗示する位置 描かれている。
 
（
１４）五味文彦注（４）前掲書、一五二～五四頁。
 
（
１５） 『群書類従』十九輯、鷹部に所収。続群書類従完成会、一九三二年。
 
（
１６）五味文彦註四前掲書、一五四～一五八頁。
 
（
１７） 小野健吉 「 『春日権現験記絵』 に描かれた藤原俊盛邸の庭園」 白幡洋三郎・
錦仁・原田信男編著『都市歴史博覧
 
都市文化のなりたち・しくみ・た
のしみ』笠間書院、二〇一一年。
 
（
１８）中澤克昭「狩る王の系譜」 『人と動物の日本史２
 
歴史の中の動物たち』
吉川弘文館、二〇〇九年、五八～五九頁。
 
（
１９）平雅行「日本の肉食慣行と肉食禁忌」脇田晴子他編『アイデンティティ・
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